
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 和地ひとみ市政報告レポート №８４ 

東大和市の“今”を伝えたい・・・ 
市議会議員  

 和地ひとみレポート 

２０１３年５月２６日 

№84 

 
東京河川改修促進連盟の総会及び促進大会開催 

温暖化によるゲリラ豪雨の増加、台風激化。 

高まる河川整備の重要性。 

■都内の河川のある自治体が集結し 

…５月 24 日、日本青年館大ホールにて、東京河川改修
促進連盟の総会及び促進大会が開催されました。この東
京河川改修促進連盟は、東京都内の河川のある自治体が
集結し（１４区、２１市、２町、１村）、国会及び政府
並びに東京都に対し、東京全域の河川改修及び内水対策
（内水対策：洪水時に河川の水位(外水)が上昇すると、
堤内（堤防に守られた地域）の排水ができなくなる。そ
こでこの内水を強制的に排水すること）の早期実施な
ど、治水対策の促進を要望するための連盟です。  

…当日は関係自治体の首長ならびに自治体議員、市の関
係部署の職員など約１２００名が参加。副会長である当
市の尾崎市長が開会の言葉を壇上で述べたあと、東京都
建設局下線部長の河川事業の説明、東京都下水道局技術
開発担当部長の下水道事業の説明など、現在の東京都の
治水対策の進捗、予算の推移などとともに、さらなる整
備の促進の必要性を確認しました。  
 

■高まる治水対策の必要性 

…高度成長期のような道路新設などの公共事業につい
ては、必要性への疑問から反対の声が多いところです。
一方、河川の整備やどの公共事業については、地球温暖
化の影響によるゲリラ豪雨の増加、台風の激化を原因と
した水害への対応がまだ十分できていないのが現状で、
その必要性は年々高まっています。昔は洪水といえば大
きな河川が氾濫するというイメージがあり、大きな河川
沿いの住宅が水害の対象のように思われていました。 
しかし現在は、道路が舗装化されるなど、雨水が土に染
み込むことができる環境でないうえに、時間５０ｍｍを
超える豪雨が多発することにより、今までは水害など考
えられなかった地域でも雨水の逃げ道がないために浸
水被害などの水害が発生する状況です。  

【プロフィール】１９７０年 東京都北区生まれ。／父の転勤で１歳から群馬県で育つ。幼稚園からカギっ子。リーダーシップ
を発揮し、小学校で児童会長、中学校でも生徒会長を務める。大好きな音楽を究めようと武蔵野音楽大学に進学、卒業。／卒業後は
群馬の山奥の小学校で臨時教諭として担任を２年勤め、新しい試みで授業を活性化させ「元気印の先生」として保護者・生徒から親
しまれた。／「学校」の外の一般社会で挑戦しようとベンチャー企業の(株)シートゥーネットワーク（※スーパーマーケットを経営。
店頭公開から一部上場、外資系企業に転換）に社長秘書として入社。のち店舗現場に異動、同社で初の女性店長となる。その後、人
材開発部長を拝命。／『人を活かす』経営を学ぶため一念発起しカナダに留学。外から見た日本の将来に、漠然とした不安感じる。
帰国後もベンチャー企業を選び不動産投資会社に勤務。／同じビジネス界出身の加藤公一代議士との出会いに触発され、政治への道
を志して２０１０年末に退社。現在、新人東大和市議会議員として、日々、奮闘中。 
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東大和市 市議会議員 

和地 ひとみ 

市政、議会について「自然体」「ざっくばらん」にレポート 

「身近なようで知らなかった市政、議会。伝えることがスタートだと思います。」 

…当市の河川について  

も東京都の管轄となっています。河川事業については一
つの自治体だけではなく、その流域（上流、下流の）自
治体が協力して都に問題点を伝え、整備促進を要望して
いかなければ、実現までのスピードを上げることができ
ません。多くの自治体が集結して要望を出すということ
は、地方分権時代において一見、一昔前の方法のように
見えますが、河川整備についてはこのような背景から自
治体が集結して行う必要があることが、大会の中で理解
できました。  
 

■東大和市では 

…東大和市では空堀川の整備工事が進められています
が、その下流にある柳瀬川の事業予定は平成２６年度以
後となっている状態です。また、支流である奈良橋川の
整備事業も平成２６年度以後の予定。  

大会では、昨年度よりも整備済み河川の長さが１％増加
し、整備事業の予算も治水対策の必要性の高まりから、
毎年、少しずつではあるが増加していることが示されま
した。市民の命と暮らしを守る治水事業は耐震整備とな
らんで重要な事業です。この夏も多くのゲリラ豪雨など
が発生する可能性は大。自然災害の被害を最小に留める
ような事業を優先的に実施することは行政の役割です。 

…空堀川の整備にあたっては、治水対策はもとより、水
辺の緑豊かな環境の整備も問題になっています。住宅地
の中を流れる河川ならではの周辺環境との調和と平時
は市民の憩いの場となるような事業を進めてもらえる
ように、全体の事業の促進要請とともに、現場である東
大和市は現場の状況を踏まえた要望を東京都に上げる
ことも、合わせて行っていくことも必要です。  

 

6 月議会は 6 月４日から開催されます。 


